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28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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内線

国道３４号等拡幅整備促進事業

部 局 名

　市、市議会、商工会議所等の12団体を会員として、「国道３４号等大村市内幹線道路整備促進期成会」を組織
する。会員からの負担金を拠出し、県及び国土交通省に対し、市内幹線道路の整備促進・早期完成について
要望活動を実施する。
　特に、国道34号大村-諫早間は４車線化への事業を強力に推進するため、大村・諫早両市、15団体で「国道34
号大村・諫早間整備促進期成会」を組織する。両市で負担金を拠出し、国土交通省に対し、官民一体となって
強力な要望活動を実施する。
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国、県等の関係機関に対して要望活動を行うことにより、国道３４号及び都市計画道路等の整備促進を図る。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】

　国道34号大村拡幅整備は約９割が完成し、残り区間（空港南口交差点から水主町交差点）の用地買収へ取組が進められ、
都市計画道路池田沖田線や木場スマートインターチェンジの整備促進に向けて取り組んでいる。特に、国道34号大村-諫早
間は、県央都市圏における交通ネットワークの重要な幹線道路で、県央地域の発展に貢献することから、さらなる要望活動を
展開していくため、要望活動費の削減はできない。　（平成24年度から200千円削減）

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取
組をしましたか（昨年度の
【ACTION】の改善・改革の進捗等）

　H27年度は、例年同様に、長崎県選出国会議員、国土交通省（本省、九州地方整備局、長崎河川国
道事務所）、長崎県へ要望活動を行った。特に、国道３４号大村－諫早間については、新規事業化に
向けて、県との合同要望を実施した。
　国土交通副大臣から国道３４号大村－諫早間について、平成２７年９月に「計画段階評価」の手続き
である「第２回九州地方小委員会」を開催し、概略ルート案が提示され、早期事業化に向けて大きく前
進した。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

地域一丸となった取組みを発展させなければならないことから、住民へのＰＲが必要である。
目に見える形で事業成果が上がってきており、引き続き事業を継続したい。

効果
事業の改善・改革によって期待さ
れる効果は何か

大村～諫早間の移動時間が短縮され、地域間の交流が促進される。
諫早・島原方面から、第三次医療施設への移動がスムーズとなり、救命救急活動の支援に繋がる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

　「国道34号等大村市内幹線道路整備促進期成会」は、市内幹線道路の整備を強力に推進するために、市議会など１３団体
で組織している。また、「国道34号大村・諫早間整備促進期成会は、国道34号大村-諫早間の4車線化拡幅を実現するため
に、大村・諫早両市・13団体で組織し、官民一体となって要望活動に取り組んでいる。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

高い やや高い

　全国的に道路事業費が縮小・削減されている中で、市内の幹線道路改良工事は、目標年度完成へ向けた事業予算が計上
されており、事業の進捗がみられる。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

要望活動は、目標達成の手段として極めて有効である。

やや低い

該当なし

大村・諫早間約４Kmの計画段階評価の道路調査を効率よく国が進める上で、必要と考えられる情報収
集や住民・関係者などの調整に積極的に協力し、早期事業化へ向けた取り組みを進める必要がある。

高い やや高い 低い

低い

幹線道路の整備は市の重要課題の一つであり、市の関与が必要不可欠である。

該当なし

低い 該当なし

国道３４号は、県央地域の産業振興、地域活動の中枢となる主要幹線道路である。今日、慢性的な渋滞が発生している国道３
４号（大村－諫早間）は、一日も早い安全な交通環境の整備が求められているため、積極的な要望活動は重要かつ必要なも
のである。

低い 該当なし
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